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１．研究の背景

晩婚化や不妊治療の進歩により、初めて出産する産婦（初産婦）で35歳以上は１割を超えた。35歳以上の初産婦（高年初

産婦）は、加齢による影響で合併症や産後回復の遅れが生じやすく、子育てが初めてのため戸惑いや不安を抱きやすいと考え

られる。他の年代より、疲労や子育て負担感が蓄積しやすく産後うつ病リスクが高い等、子育て支援の必要性が高いと予想さ

れるが、それは明らかにされていなく、看護は手探り状態である。

２．研究の目標

産後の健康状態等を看護の立場から査定して、35歳以上の母親が、出産直後よりその人にとって必要な支援を受け、健や

かにかつ楽しく初めての子育てを担えるための看護指針を開発することである。

３．研究の特色

産後の母親の健康状態や子育て支援の実際について初めて１万人規模の追跡調査が可能となり、追跡調査により高年初

産婦の疲労回復過程や子育て支援ニーズ、並びにその査定方策が明らかになり、子育て支援が最も必要な産後１ヶ月間の

看護指針が初めて開発される。

４．将来的に期待される効果や応用分野

本看護指針の活用が高年初産婦によい子育て体験をもたらし、次子出産希望につながり少子化対策となる。高年初産婦

以外の子育て支援の看護指針の開発研究が期待できる。産後の入院日数の決定や産後休業日数について根拠ある提言を

示すことができる。



研究１

• 産後４カ月間における産後の生活活動と身体的心理社会的健康
状態に関する縦断研究：35歳以上初産婦の生活と健康を追跡調査

研究２

• 産後１年間にわたる褥婦の身体的心理社会的健康状態に関する
コホート調査研究：全国（被災地を除く）の分娩施設の協力を得て、
年齢・経産回数を問わず追跡調査

研究３

• 日本の高年初産婦の子育て支援ニーズの明確化とアクションリ
サーチ：本看護研究モデル病院を募集。産後１ヶ月間に35歳以上
の初産婦の子育て支援ニーズを査定し看護を展開して、評価

本研究の概要

１．ニーズに応じた，子育ての知識や技術の段階的提供
２．休息と子育ての両立のための外部資源利用や生活行動拡大指針
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